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【意見】 

２０２４（令和６）年度実績からは、特定の事業者に受注が集中している状
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況が見受けられる。このこと自体は当該事業者の不断の努力の賜物とも考えら

れるが、当該事業者が人手不足などによって本事業から撤退した場合、代替手

段の確保が困難となるなど、本事業の継続に支障を来すおそれがある。また、

主に離島・山間部において、配食不可の地域が存在するが、これは民間の事業

者単独では解決が困難な課題であり、行政の関与が不可欠と考えられるが、現

時点において、佐世保市として本課題の解決に向けた具体的な取り組みはなさ

れていない。配食サービスは、高齢者の栄養面への配慮のみならず、見守り機

能としての役割もあるのであるから、市としても、配食サービスの空白地域が

なくすよう努力すべきである。 

 

ウ 住宅改修支援事業 

（ア）概要 

「住宅改修のみのサービス利用」のプラン作成について、住宅改修

支援を行った居宅介護支援事業者や地域包括支援センターへ１件あ

たり２０００円を助成する事業である。 

（イ）実績等 

 

 

 

【意見】 

 実績と計画によると、計画比を越える実績が続いている。２０２４（令和６）

年度以降は計画値が増加しているが、それでも実績数が上回る可能性もある。

需要の表れであると考えられるから、より多くの助成ができるように、計画値

をより増加させる方向で見直すとともに、必要な人員や予算も確保すべきであ
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る。 

 

エ 離島介護サービス確保事業 

（ア）概要 

介護サービス事業所がない高島において、要介護者や虚弱高齢者

に軽度のリハビリやレクリエーション等のサービスを提供し、要介

護状態の悪化防止や介護予防につなげるとともに、家族の介護負担

軽減を図ることを目的とする事業である(２００９（平成２１）年１

月から民間事業者へ委託)。同目的達成のため、「いこいの広場」を運

営している。また、黒島においては、唯一介護サービスを提供する事

業所への運営補助を行っている。 

（イ）現状と課題 

参加者の実人数はやや減少しており、参加者が固定化している。体

操やレクリエーション等の集団サービスに参加する人も少なくなっ

てきている。参加者も年々高齢になっており、病気などで入院した場

合には島外で暮らす者が多いため、さらに参加者数が減少する可能

性がある。 

（ウ）今後の方針 

高島においては、町内会役員等に協力を依頼し、いこいの広場や介

護予防に関する情報の周知を行い、介護予防の意識を町ぐるみで高

めていく。また、関係部署と連携を取り、週２回のいこいの広場を継

続的に実施するとともに、参加者のニーズに応じた事業展開により、

サービスの充実を目指します。黒島地域においては、当該地域での介

護サービス事業所の運営を継続するため、引き続き支援に取り組ん

でいく予定である。 

（エ）実績等 

─ 146 ─



 
 

 

 

オ 高齢者生活福祉センター運営事業（生活支援ハウス） 

（ア）概要 

生活支援ハウスとは、原則として一人暮らし又は夫婦のみ世帯で

家族の援助が困難な者や、高齢のため独立して生活することに不安

がある者に対して、介護支援機能、居住機能及び交流機能を総合的に

提供することで、健康で明るい生活を送ることができるよう支援す

ることを目的とした施設である。 

４施設が運営されており、要支援までの方が入る施設で対象者が

限られるが、見守りが必要な高齢者にとって必要な施設であり、継続

して適正な運営に努めていく予定である。 

（イ）実績等 
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利用者に実施したアンケート結果は以下のとおりである。 
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カ ケアハウス 

（ア）概要 

身体機能の低下や高齢などのため、独立して生活することに不安

があり、かつ、家族による援助を受けることが困難な６０歳以上の者

を対象に、生活相談や食事などのサービスを提供することを目的と

する事業である。 

市内に８施設（４００人分）整備されており、一般（各種相談、食

事・入浴の準備、緊急時の対応等）と特定（介護保険制度に基づいた

サービス提供を受けることができる（食事・入浴・排泄の介助・機能

訓練等）の２種類の入所形式がある。 

（イ）今後の方針 

２０２１（令和３）年度をピークに高齢者数が減少に転じることや

民間の有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の整備が進ん

でいることから、第９期介護保険事業計画期間中の新たな整備は行

わず、引き続き、事業者と連携を図りながら、サービスの質の向上に

努める。 

（ウ）実績等 
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キ 離島介護サービス渡航費等支援事業 

（ア）概要 

介護サービス事業者が少ない離島地域（黒島、高島、寺島、宇久島）

に居住する介護保険被保険者に対し、介護サービスを利用する際の

渡航費を助成するとともに、サービスを提供する事業者に対しても

渡航費を助成することで、利用者やサービス提供事業者等の経済的

負担を軽減することによって、離島地域においても本土と同等のサ

ービス利用ができるよう支援することを目的とする事業である。 

（イ）現状と課題 

２０２２（令和４）年度から宇久島における福祉用具貸与にかかる

渡航費を、自動車航送運賃を含む実費の助成へと対象を拡大したこ

とにより、実績が増加傾向にある。 

広報としては、介護保険サービスガイド・佐世保市補助金一覧への

掲載を行っている。 

（ウ）今後の方針 

離島地域に居住する要介護認定者等が本土と同様の介護サービス

を利用できるようにサービス利用者及びサービス提供事業者側に対

して渡航に係る費用の助成を行うと共に、制度の周知に努める。 
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（エ）実績等 

 

 

 

【意見】 

広報の方法として、介護保険サービスガイド及び佐世保市補助金一覧への掲

載を行っているが、事業による支援を必要とする者に適切な周知がなされてい

るか不明である。本事業の存在を認識しているか否かについて等のアンケート

を実施するほか、離島地域と対象が限定されているため、離島地域の要介護認

定者等の居宅に対して事業の存在を周知する書面を送付することや、ケアマネ

ジャーを通じて情報提供を行うなど、本事業の支援を必要とする者に適切な周

知がなされるよう広報に努めていただきたい。 

 

ク 低所得者対策 

（ア）概要 

社会福祉法人等による利用者負担軽減制度によって、低所得者の

介護サービス利用負担軽減を行う事業である。対象は以下のとおり

である。 

 

a 市民税世帯非課税者であって、次の要件を全て満たす者 

① 年間収入が単身世帯で１５０万円、世帯員が 1 人増えるごとに

５０万円を加算した額以下である 

② 預貯金等の額が単身世帯で３５０万、世帯員が 1 人増えるごと

に１００万円を加算した額以下である 
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③ 世帯全員が資産を有していない(住所地での土地、家屋を除く)。 

④ 負担能力のある親族等に扶養されていない 

⑤ 介護保険料を滞納していない 

ｂ 生活保護受給者 

 

（イ）現状と課題 

現在は、１７法人が申出を行っている。社会福祉法人等による利用

者負担軽減制度及び加算により利用負担額に地域格差のある離島・

中山間地域等における利用者負担額軽減制度を継続して実施し、低

所得者の方が介護サービスを利用しやすい環境づくりに努める。 

（ウ）実績等 

 

 

 

【意見】 

実績と計画が示されているもののうち、離島・中山間地域における利用者負

担軽減制度では利用が低迷している２０２４（令和６）年度以降は計画値が１

６となっているが、実績が減少傾向にあることから、今後も実績が減少してい

くことが見込まれる。島内の特別養護老人ホームへの入所や島外の家族のもと

に転出していることが原因と考えられるところ、中長期的な需要・必要性を検

討するとともに、需要が存在するのであれば利用が増えるように需要の掘り起
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こしを検討すべきである。 

 

ケ いきいき元気食事づくり教室事業 

（ア）概要 

高齢者が元気で生きがいを持って暮らすことができるよう、元気

なうちから食事に気をつけ、いくつになっても楽しくおいしく食べ

続けるために、手軽にできる簡単メニューの調理実習を開催し、併せ

て、口腔ケアや低栄養の予防についての指導を行う事業である。 

（イ）現状と課題 

２０２１（令和３）年度から新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のために３回シリーズから２回シリーズへ変更し、定員もコロナ禍

前より減らして実施している。１回あたりの定員は、調理実習に携わ

ることができる人数や教室を開催する施設の収容人数を考慮して設

定している。開催回数は、他の料理教室との兼ね合いやボランティア

として参加している食生活改善推進協議会会員の活動状況を踏まえ

て設定している。全１６会場のうち２会場を男性限定の教室として

開催している。新規参加者を増やすために、周知を図っていく予定で

ある。 

（ウ）実績等 
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 場所 日程 曜日 

参加者数 

１回目 ２回目 合計 平均 

1 中央保健福祉センター 5/13、20 月 14 16 30 15.0 

2 広田地区コミュニティセンター 5/14、21 火 16 14 30 15.0 

3 スピカ 5/16、21 木 12 9 21 10.5 

4 大野地区コミュニティセンター 6/4、11 火 14 7 21 10.5 

5 相浦地区コミュニティセンター 6/5、12 水 13 14 27 13.5 

6 中央保健福祉センター（男性） 6/18、25 火 7 8 15 7.5 

7 早岐地区コミュニティセンター 6/21、28 金 6 9 15 7.5 

8 宇久保健福祉センター 10/8、22 火 7 11 18 9.0 

9 スピカ 10/10、17 木 8 11 19 9.5 

10 愛宕地区コミュニティセンター 10/11、18 金 12 11 23 11.5 

11 中央保健福祉センター 10/22、29 火 9 13 22 11.0 

12 早岐地区コミュニティセンター 10/25、11/1 金 15 11 26 13.0 

13 中央保健福祉センター（男性） 11/11、18 月 7 7 14 7.0 

14 愛宕地区コミュニティセンター 11/14、21 木 12 15 27 13.5 

15 広田地区コミュニティセンター 11/26、12/3 火 16 13 29 14.5 

16 相浦地区コミュニティセンター 11/29、12/6 金 10 10 20 10.0 

合計 178 179 357 11.2 

男性コース参加者（２会場） 14 15 29 7.3 

男性コース以外の参加者（１４会場） 164 164 328 11.7 

 

    調理例は以下のとおりである。 
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【意見】 

 適切な食事や口腔ケアは介護予防にとって有益であり、教室の参加実績も良

好である。調理内容にも工夫を凝らしており、男性限定コースを設け、男性の

参加を促すなどの取組も行われている。実績からも需要の高さが伺えることか

ら、現在の年２回実施から従来の年３回実施に戻すことも検討していただきた

い。 
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コ 訪問理美容サービス事業 

（ア）概要 

理美容店に行くことができない在宅の要介護１以上の方に対して、

年６回を限度として、理容師、美容師を派遣してカットサービスを行

い、要介護者の清潔の保持や精神的リフレッシュを図ることを目的

とする事業である。 

（イ）現状と課題 

カット料金については本人負担とし、出張に要する費用を市が負

担している。利用者は増加傾向にある。在宅生活の質の向上のため、

要介護認定者やケアマネジャー等に対して周知を図るなど、制度の

普及に努め、利用を促進していく。 

（ウ）実績等 

 

 

 

（２）家族介護支援事業 

佐世保市で実施されている家族介護支援事業は以下のとおりである。 

ア 介護者リフレッシュ事業 

（ア）概要 

介護者が介護者同士の交流を通して長期介護による心身の疲労を

癒し、気分を新たに介護に取り組めるよう、心身のリフレッシュを図

ることを目的とする事業である。 

（イ）現状と課題 
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対象者は要介護１以上の方を在宅で介護している市内居住者で、

１泊旅行と日帰り旅行を開催しているほか、臨床心理士による心の

相談会を開催し、介護に関する日頃の苦労や悩みの相談を受けてい

る。リフレッシュの仕方が多様化していることから参加者数は計画

値を大きく下回っているが、介護する家族の負担軽減に効果がある

ことから、内容等を見直しつつ事業を継続する。 

全体的に利用者の減少傾向が続く中、介護者がリフレッシュでき

る魅力的なプランを計画し、被介護者のデイサービス等への送迎の

時間にプランを調整するなど、事業内容の検討を行う。これにより、

利用者の満足度を向上させ、事業の存続につなげることを目指す。 

また、介護者の心の相談会も引き続き実施し、介護する家族の負担

軽減を図っていく。 

（ウ）実績等 

 

 

 

２０２３（令和５）年度までは１泊２日の旅行と日帰り旅行を実施

していたが、アンケート等を踏まえて、２０２４（令和６）年度は市

内ホテルでのお食事会とマジックショーを実施した（８名参加）。 

利用者の２０２４（令和６）年度アンケートは以下のとおりである。 
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①〜40代 ②50代 ③60代 ⑤80代〜 計
0 0 5 0 8

①〜50代 ②60代 ③70代 ⑤90代〜 計
1 1 1 5 8

1年未満 約1年 約2年 約4年 5年以上 計
2 0 0 0 6 8

広報させぼ 市HP チラシ 知人・友人 その他 計
3 0 0 0 2 8

満足 どちらでもない 不満
8 0 0

○ × 計
8 0 8

9．その他ご意見、ご要望等がありましたらお聞かせください。
テーブルが分かれていて、みんなを知ることができない。できれば少しみんなの自己紹
介が欲しい。みんなといろいろ意見を交換したい。
もっと外に向けて情報を発信してほしいです。
今後もこのような催しを企画していただけたら・・・

8．介護に関して知りたい情報、市から発信してほしい情報はありますか？
介護サービス、認知症ケアなど
いろんな行事をもっとお知らせしてほしいです。

ＣＤを流しながら声を出して歌いながら家事をする。
散歩、知人との会話
旅行、外食

7．介護保険制度の介護サービスを利用されていますか？

開催行事 ランチ交流会 令和7年3月19日（水）

④70代

6．日頃はどのような方法でリフレッシュ（気分転換）されていますか？

5．今回の介護者リフレッシュ事業の内容は満足していただけましたか？
計

8

3

4．今回の介護者リフレッシュ事業をどこで知りましたか？

約3年

ケアマネ

0

介護者リフレッシュ事業アンケート集計票

開催日

1．あなたの年齢はいくつですか？

2．あなたが介護している方の年齢はいくつですか？

3．どのくらいの期間、介護をされていますか？

④80代

3

0
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【意見】 

本事業の目的として、介護者の心身のリフレッシュという抽象的な内容を掲

げるが、事業目的として測定可能な指標を定めなければ本事業の費用対効果を

検証することが不可能であるため、アンケートの実施に際しては、単に内容に

対する満足度を問うのではなく、介護に対する不安感やストレスがどの程度解

消されたかについて段階評価で質問することが望ましい。また、費用対効果が

不明確なのであれば、他の事業への転換等、新たな事業展開について検討を進

めるべきである。 

 

【意見】 

アンケート結果にも「もっと外に向けて情報を発信してほしいです。」とある

ように、広報活動が十分に行われていない様子が伺える。本事業による支援を

必要とする者に情報が周知されるよう広報活動に工夫を凝らしていただきた

い。 

 

イ 徘徊高齢者家族支援サービス事業 

（ア）概要 

徘徊高齢者を在宅で介護している家族にＧＰＳ（衛星位置情報）端

末を貸与する事業である。 

（イ）現状と課題 

端末を徘徊高齢者が携帯していないと機能しないシステムとなっ

ている。また、高齢化に伴う認知症患者の増加があるため、利用者数

も増加することが考えられる。 

徘徊高齢者の介護は家族にとって負担が大きく、端末利用が可能

な高齢者家族に対しては効果が高いため、事業を継続して実施し、よ

り良いサービス提供に努める。 
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（ウ）実績等 

 

 

 

 

 

認知症高齢者見守りシールは以下のとおりである。 

─ 161 ─



 
 

 

 

【意見】 

２０２４（令和６）年度の利用実績によると、位置情報提供サービスのみの

利用に留まり、現場急行サービスの利用はなされていない。また、例年利用者

数は横ばいであり、利用者が固定化していると推測される。端末利用が可能な

高齢者家族に対しては一定の効果があると思われるが、徘徊高齢者が端末を携

帯しないと機能しないシステムであり、構造上、その効果は限定的と言わざる

を得ない。その他、徘徊高齢者家族の支援策として、認知症高齢者等見守りシ

ール（認知症高齢者等が外出中に行方不明となり身元不明者として保護された

場合に、発見者がシールの二次元コードを読み取ることで、警察署や担当包括

支援センター、長寿社会課等の連絡先がわかるもの）の無料配布が行われてい

るが、広報を積極的に行っている様子は伺えず、市民の認知度は低いと推測さ

れる。徘徊高齢者の介護は家族にとって大きな負担となることから、認知症高

齢者等見守りシールの認知度向上に努めるとともに、警察・地域包括・民生委

員・事業者・住民等と連携し、徘徊者の見回りネットワークの構築を図るなど、

更なる事業の拡大を検討していただきたい。 
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ウ 介護食づくり教室事業 

（ア）概要 

在宅高齢者の食事づくりに関わる者や、今後のために介護食づく

りを勉強したい者を対象に、調理材料実費（３００円程度）を徴収し、

状態を悪化させずに食べる楽しみを持ってもらうための介護食に関

する知識と工夫の習得を目的とした教室を開催する事業である。 

（イ）現状と課題 

教室に参加した者の満足度は高い一方で、介護食の習得を必要と

している方への周知方法に苦慮している。 

地域包括支援センターやホームヘルパー等の関係機関と連携し、

介護者や介護従事者などへの呼びかけにより、参加者を募集する。参

加者へのアンケートを実施し、対象者のニーズに合った教室となる

よう、内容の充実を図っていく。参加者は、将来に備えて学びたいと

いう方が多いが、実際に介護をしている者もいるため、実践で役立つ

内容を今後も教室で提供していく予定である。 

（ウ）実績等 

 

 

 

利用者のアンケート結果は以下のとおりである。 
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